
非常用炉心冷却系統(ECCS)ストレーナに関する報告について
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１．経緯 
○配管破断による原子炉冷却材喪失事故(LOCA)※１ではないが、海外で非常用炉心冷却系統(ECCS)
ストレーナ※２が目詰まりを起こす事例が発生 
－バーセベック発電所（スウェーデン）：格納容器内の安全弁の誤開放に伴い吹き出した蒸気により、

安全弁周りの繊維質保温材が破損してサプレッションプール(S/P)に流入し、格納容器スプレイポ
ンプのストレーナが目詰まり（1992年） 
－米国においても類似の事例が発生（1992～1995年） 
○このような事象そのものは、当社では発生しないと考えられる 
－逃し安全弁からの蒸気は格納容器内でなくS/Pの水中に吹き出す構造 
－S/P内の異物発生防止のため、格納容器内の管理（物品持込・ 
持出管理、清掃、点検等）を実施 

○但し、LOCA 発生時に破断した配管から吹き出した蒸気等で破損し
S/P に落下した保温材が、ストレーナが目詰まりする要因となり、
ECCS ポンプによる炉心への注水に影響を与える可能性があるた
め、ＬＯＣＡ時にストレーナが目詰まりする可能性を評価 

※１）原子炉冷却材喪失事故(LOCA) 
原子炉につながっている配管の破断等により原子炉内の冷却材（炉
水）が流出する事象。仮に発生した場合には、ECCS ポンプで原子炉へ
注水することにより炉心を冷却し、燃料の過熱による破損を防止する。 

※２）非常用炉心冷却系統(ECCS)ストレーナ 
LOCA 時に原子炉に注水する
ため、非常用炉心冷却系統
(ECCS)ポンプが設置されてい
るが、水源であるサプレッショ
ンプール(S/P)に異物があった
場合にポンプに吸い込まれて
ポンプ等に悪影響を与えるの
を防止するため、S/P 内の配
管入口に設置されている金網 

２．原子力安全・保安院からの指示 
当社 S/P異物問題に関連して、ECCSストレーナに関し国内 BWR電力に以下を指示(H16.6.25) 
・保温材等の実態調査（ストレーナ評価に必要な、原子炉格納容器内保温材の種類・量等の詳細） 
・ECCSストレーナの評価（米国規制指針(Regulatory Guide (RG) 1.82)による評価結果） 
・運用管理面の対策立案（ストレーナの目詰まり防止・緩和に有効な対策の内容と実施時期） 
○保温材の調査は停止中しか行えず、また長期間を要することから、平成１６年６月以降定期検査

に入ったプラントから、保温材の種類・量等の調査、及びストレーナの評価を行うこととしている 
○今般、柏崎刈羽４号機・６号機の調査・評価結果等がまとまったため、報告を実施 

３．ECCSストレーナの評価 
（１）評価の考え方 
○以下の考え方でストレーナが目詰まりを起こす可能性を評価 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ECCSストレーナの評価を行うための方法の検討 
－米国電力が採用している評価方法（ストレーナへの保温材付着量の評価）の国内プラントに対する

適用性を調査・検討 
－国内保温材を用いた圧損試験により、米国原子力規制委員会(NRC)による圧損評価式の国内へ
の適用性を確認 
・圧損評価式：ストレーナ表面に付着した保温材の量から圧損（ストレーナ差圧）を評価 
・保温材の量・種類等による圧損特性データを採取（下図○ａ参照） 
－より詳細な評価を行うための解析・評価を実施 
・保温材の破損範囲をより詳細に評価（配管破断に伴い配管が振れ回る量を評価） 
・保温材がS/P底部に沈む効果を考慮し、ストレーナに付着する保温材の割合を評価（S/P内の水
流及び保温材の動きを三次元流動解析によりシミュレーション）（下図○ｂ参照）       等 
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（２）評価結果 
○米国規制指針 RG1.82に基づく評価結果 
【柏崎刈羽４号機】米国電力が採用している評価方法でも、ストレーナの目詰まりは発生しない。 

（目詰まりを起こしやすい繊維質保温材の割合：０％） 
【柏崎刈羽６号機】米国電力が採用している評価方法によれば、ストレーナの目詰まりが発生する可

能性を必ずしも否定できない。しかし、プラントの構造や最新の知見を考慮したより

詳細な評価方法によれば、ストレーナの目詰まりは発生しない。 
（目詰まりを起こしやすい繊維質保温材の割合：約２％） 

（米国規制指針 RG1.82 に基づく評価方法には、評価する際の諸条件に応じて幅があり、柏崎刈羽６
号機については詳細評価を実施） 

○柏崎刈羽４号機、６号機以外のプラントについても、定期検査において順次調査・評価を実施していく 

 
 
４．運用管理面の対策 
運用管理面から以下の対策を全プラントで実施（定期検査中プラントの（ｄ）は起動前に実施） 
（ａ）運転員への海外事例周知（事例検討会の実施） 
（ｂ）ストレーナの目詰まりに対応する操作手順の確立、手順書の整備（ECCS ポンプの一時的な停
止・再起動、水源切替等を追加） 

（ｃ）運転員へのシミュレータ等による訓練 
（ｄ）中央制御室への ECCSポンプ吸込圧力監視設備設置(ストレーナの目詰まりの早期検知) 
⇒これらの対策により、仮に一時的にストレーナの目詰まりが生じてもECCSの機能確保が可能 

 
ECCSポンプの一時的な停止・再起動（ストレーナに付着した保温材を剥離・落下させ目詰まりを解消する） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．確率論的安全評価 
○ストレーナが目詰まりを起こすことを仮定して、炉心が損傷するような事故が発生する確率を評価 
○ストレーナの目詰まりを仮に考えても、運用管理面の対策を考慮すれば、炉心が損傷するような事故

が発生する確率は１０００万年～１億年に一度（10-7～10-8/炉年）程度 
（IAEAの示す目標（10-４/炉年）を大きく下回る（約 1/1000～1/10000）） 
⇒ストレーナの目詰まりを仮定しても、炉心が損傷するような事故が発生する確率は極めて小さい 
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 確率論的安全評価結果（BWR-5代表プラント） 確率論的安全評価結果（ABWR代表プラント） 

 
 
６．安全性と今後の予定 
○運用管理面の対策によりECCSの機能確保が可能なため、仮にストレーナの目詰まりが発生しても、
プラントの安全性は確保されると考えられる。 

 
○安全設計や運用管理面のさらなる向上のため、設備上の対策として 
－ストレーナの機能に影響を与える繊維質保温材については、至近の定期検査において順次交換し、

今後とも可能な限り低減。（～平成１７年度末を予定） 
－さらに、今後計画的にストレーナの大型化を実施。（～平成１９年度中を予定） 
（米国においても、運用管理面の対策を実施するとともに、計画的にストレーナの大型化を実施。） 
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